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力を国際的に向上。              （文部科学省 2008:2、下線は筆者） 
 
                                                          
1 文部科学省によるプログラム「21 世紀 COE プログラム」。 
－ 244 － 
現在、国際化の拠点となる大学（以下、グローバル 30）2に採択された 13 の大学では、約 300 も
の「英語のみによるコース」が開設されている。また、単位の取得にかかわらず、教育、研究、異文










また、法務省が平成 24 年 7 月からスタートさせた新しい在留資格制度では、「留学」の在留資格
に「3 月」の期間が追加されている。ごく短期の教育を受ける活動も「留学」として捉えられている
















                                                          
2 国際化拠点整備事業（グローバル 30）推進事務局ウェブサイト 
3 日本学生支援機構（2012）http://www.jasso.go.jp/study_j/documents/short_term.pdf 
4 外務省（2012）“Study in Japan” 
5 西口（2008）は「日本語教育」ではなく「日本語の習得を支援する」という視点の重要性について論じている。 






  学習時間：約 300 時間 
  文法項目：約 300 種類 
漢字：約 300 字 

























                                                          
6 『中国からの帰国者のための生活日本語』（文化庁 1983） 














































ここで使用された 14 の場面と 105 の言語行動は、外国人が日本の生活で遭遇する言語使用の場面や
行動がほぼもれなく含まれているため、留学生の日本語使用の実態調査にも有効である。 
 
表２：「全国調査」における 14 場面 
1 飲食店 6 役所・公共 11 学習・余暇 
2 買い物 7 医療・福祉 12 保・幼・小中 
3 交通手段 8 緊急事態 13 求職 
4 金融機関等 9 自宅 14 職場 





































































2. 紹介 など 












（野元 1992 にもとづき筆者が作成） 
                                                          
7 Jean-Paul Nerriere, David Hon（2009） 































                                                          
8 弘前大学人文学部社会言語学研究室（2012） 
－ 250 － 
（３）コーパスに基づく研究 
最近では、日本語母語話者の自然談話データを手がかりに、文法シラバスを注意深く観察した研究




























                                                          
9 ACTFL による Oral Proficiency Interview 








目についてアンケート調査を行った。回答されたもののうち、日本滞在期間が 1 年未満の学生 74 名
分を分析対象とした。以降、各項目に沿って結果を考察する。 
 
(1) JF スタンダード10の「コミュニケーション言語活動」の 6 つの活動から、「日常生活で特に
よく使う活動」を 3 つ選択する。 
(2) JF スタンダードの A1、A2 レベルに含まれる 13 のトピックから、「日本語でコミュニケー
ションをしたいと思う話題」をすべて選択する。 
(3) 日常生活で日本語の使用が必要な場所を、選択肢の中からすべて選択する。 




（communicative language competences）」と「コミュニケーション言語活動（communicative 
language activities）」が相互に関係しているものと捉えている11。そのうち「コミュニケーション言
語活動」には、「受容」「産出」「やりとり12」を柱とした 6 つの活動を提示している。本調査では、




                                                          
10 JF 日本語教育スタンダード：国際交流基金が開発した「日本語の教え方、学び方、学習成果の評価の仕方」を
考えるためのツール（国際交流基金 2010） 
11 ヨーロッパの言語教育参照枠である CEFR の考え方に準じている。 
12 2 人以上のコミュニケーション参与者によるもので、会話やメールなどが含まれる。 






















から C2 の 6 段階にレベル分けしている。そして実際の日本語の使用現場を想定し、15 のトピックが
付与されている。ここでは、初級レベルに該当する A1、A2 に限定し、そこで使われている 13 のト
ピックの中から、短期留学生がどのようなトピックについて日本語を使用したいと感じているかを調








                                                          
13 JF スタンダードではこれを「Can-do」と呼んでいる。一般的には学習成果とも呼ばれる。 



































































                                                          
14 Nihongo fun & easy（2009）、Now You’re Talking!（2003）、Basic Japanese for Students ローマ字版（2002）
を参照した。 




































地域交流 h) 日本語教室や国際交流のイベントに参加する 
学習・余暇 i) カルチャースクールや職業訓練校など、学習の機会や場所を探す 
医療・福祉 j) 診察のときに、医師や看護師とやりとりをする 
























































































も必要である。日本の留学ビザの申請には、1 週間に 10 時間（600 分）以上の授業を履修することが
条件となっているが、英語による授業などでその条件を満たそうとする場合、他の授業の課題や予習
などが忙しく、日本語学習に当てられる時間は、多くても週 2 コマほどになるだろう。 
そこで、1 コマ 90 分授業を週に 2 回と想定し、大学の 1 セメスター15 週で合計 45 時間、3 か月未
満の留学生で 15 週できない場合を考慮して、40～45 時間程度のコースが想定できる。 
場合によっては 1 コマ 60 分授業を週に 3～4 回にするなど、それぞれの学習環境に対応させる。た








  学習時間：約 40〜45 時間 
  文法項目：約 50 種類 
      （約 3〜5 種類／時間） 
漢字：サインとして導入 
語彙：約 500 語 
  （約 10〜20 語／時間） 
 







バル形容詞」とし、それぞれ約 50 語に絞り込むこととする。 
また、初級日本語において「文型」として扱われるものは、いくつかの動詞と結びつけて「サバイ
バル定型表現」として導入することを提案する。例えば、以下のような表現をひとつのフレーズとし
－ 260 － 
て取り扱い、活用形の練習や理論的な理解にかける負担を軽減する。 
・ 使ってもいいですか （使用の許可を求める） 
・ どうしたらいいですか （アドバイスを求める） 
・ …がわかりますか／わかりません （わからないことをあらかじめ伝える・聞く） 











 肯定 否定 過去・肯定 過去・否定 
名詞文 N です N じゃないです N でした N じゃなかったです 
動詞文 V ます V ません V ました V ませんでした 
















































                                                          
15 学習が合理的に、無駄のないように行われ、実際の場面で役立つようなことを指す。 
－ 262 － 
バル日本語ではよく目にする漢字をひとつのサインとして、その意味を理解することが重要であると
いえる。ここでは、最低限必要な漢字サインを 6 つのカテゴリーで整理し、その例を示す。 
 
1) 日時 ：月/火/水/木/金/土/日、平日、祝日、年/日/時/分/半（14 語） 
2) 地名 ：○○大学、○○市、○○町、バス停の名前など（約 10 語） 
3) 場所名：駅、～線、事務所、受付、出口/入口、男/女、東/西/南/北など（約 10 語） 
4) 食べ物：豚/鶏/魚、茶/酒/水、温/冷、辛/甘、～丼など（約 10 語） 
5) 機械 ：入/切、暖/冷、強/弱、開/閉、押/引、運転/停止/自動（13 語） 
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